
便秘外来について 

１．便秘外来についての説明 

・当院内科では便秘外来を開設します。 

  厚生労働省の国民生活基礎調査(2016年度)によると，便秘の有訴者率（自覚

症状のある人の割合）は，男性2.5％，女性4.6％。ここから推定すると，国内

で便秘の症状を訴える人は約450万人に上るとみられます。便秘は高齢者ほど

有訴者率の高い疾患です。 

以下の症状がありましたら受診してみましょう 

■お腹が張って苦しい 

■長年の便秘で何をやっても改善しない 

■便秘薬が増えてきている 

■排便をしてもすっきり感がない 

■便が硬い、血便がみられる 

■下半身がむくむ 

■便秘に伴い肌あれ、吹き出物が治らない 

こんな症状でお悩みの方が男性女性、年齢問わず増えています。 

便秘にはその他の病気が隠れていることもあるので、適切な診断と治療が必要です。 

当院では、消化器内科を専門とする医師が，患者さん毎にきめ細やかな診察を行っ 

ております。患者様一人ひとりにあったケアや食事内容の調整，お薬の種類、組み

合わせ、量を見つけ、ご提案いたします。また，下痢でお悩みの方も是非ご相談下

さい。便秘同様に，患者さん個々に対応致します。 



２．便秘外来診察の流れ 

１．問診表のご記入 

２．医師による診察 

３．必要に応じた検査(超音波やレントゲン撮影，血液検査)

４．治療方針の決定・説明 

５．看護師による状態に応じた生活改善の説明指導 (30 分程度)

（食事・運動・服薬・腸マッサージ・生活改善・排便日誌などの指導） 

※看護師による指導をご希望の場合は、即時対応します。 

時間的に難しい場合は，ご本人とお話し，ご都合の良い時間で対応致します。

管理栄養士については、予約が必要になります。

  便秘は日常生活について気を付けるだけで症状が緩和されることもあり

ます。食生活、運動、生活習慣に注意してお過ごしください。 



３．診察場所および外来時間について 

【診察場所】 

・２階：内科外来 

【外来時間】 

・毎週：金曜日 13：00～15：00  

※予約制 (病棟入院患者を含む) 

患者様の診察時間の状況により外来時間が超過することがあり、診察が予約時

間より遅れることがございますがご了承ください。 

【予約方法】 

・当院通院中の方は，主治医に受診希望の旨をご相談下さい。 

・他院で罹られ，便秘に関して受診希望の新患の方は，かかりつけ医等に紹介し

て頂いての受診をお薦めします。 

・どこにも罹っておらず，当院への受診をご希望の方は，予約制となっておりま

すので，お待ち頂くことがありますので，ご了承下さい。 

４．外来担当者 

医 師：松本 善明 内科副部長  

看護師：外来看護師（POOマスター養成研修修了看護師ほか） 

＊ＰＯＯ(プー)マスタ―とは：排便困難に対応できるプロフェショナル医療職 



６．便秘の定義とは  

≪慢性便秘症診療 ガイドライン2017より抜粋≫ 

排便習慣は個人差が大きく，患者さんが「便秘」という言葉で意味する内容も様々

であるが，医学的に便秘は，「本来体外に排出すべき糞便を十分量かつ快適に排出

できない状態」と定義される。また，「便秘症」とは，便秘による症状が現れ，検

査や治療を必要とする場面であり，その症状として排便回数減少によるもの(腹痛，

腹部膨満など)，硬便によるもの(排便困難，過度の怒責など)と便排出障害によるも

の（軟便でも排便困難，過度の怒責，残便感とそのための頻回便など）がある。 

以上，これらのことでお困りの方は，便秘外来への受診をお薦めします。

７．便秘の原因 

便秘の原因運動不足やダイエット、水分摂取の不足、食事内容、ストレス、生活習

慣、生活環境の変化など、さまざまな原因があります。仕事のある平日は排便がない

とか、旅先では便秘するなどというのは、ストレスであったり自律神経系の問題です。

腸管の動きが悪くなることで起こります。またダイエットで無理な食事制限をしてい

れば、便のもとになる材料不足に陥ります。これでは便がでなくて当然といえます。

また、下記の「便秘の種類」の中でも原因について説明しております。ご参照くださ

い。 



８．便秘の種類 

便秘症にはタイプがありますので、ご自身の便秘にあったお薬を内服する必要があ

ります。 

急性便秘

風邪薬を内服した時などに便が硬くなって出なくなってしまう。 

バリウム検査のあとに、きちんと下剤を飲まなかったために便が固まって出せなく

なってしまう。など急激に起こる便秘のことを言います。 

対処法、治療法は浣腸や摘便（指や器具を使って掻き出す作業）になります。 

慢性便秘 

弛緩性便秘 

結腸の緊張が緩み蠕動が弱くなることで、便を十分に押し出せなくなっています。

病後など身体が弱っている方や高齢者、内臓下垂の方、多産婦などに起こりやすい

便秘です。 

直腸性便秘 

便意を我慢することを繰り返すことで直腸の神経が鈍くなり、便意を感じる排便反

射が起こりにくく、あるいは起こらなくなります。病後など身体が弱っている方、

高齢者に起こりやすく、浣腸を日常的に行っている場合にもなりやすい便秘です。 

痙攣性便秘 

大腸の蠕動運動が強過ぎることで腸が痙攣を起こして便の通過を妨げている便秘

です。ストレスが原因となっている場合が多く、便秘と下痢を交互に繰り返す過敏

性腸症候群の症状のひとつです。 

以 上 
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